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　　　　　1』赤木新婁i炭鑛
1）　礫掘現況　（昭和22年2月現在）

　炭鉱は富岡町の⇒ヒ．紅葉川の上流にある。・採掘の中心　一

・ゼある探登489号鉱区北半部の地層は，龍田炭鉱八文字

坑地区よ6鉱区南半部を径て蓮続する。　』

　鉱区西稼を北北西の方向に蓮続する基盤岩に接して・

石城爽炭暦・浅貝砂岩暦・五安礫岩層の帯状分布と五安

砂岩層との禰曲帯がはつきわとした地形上の相違を示し

ながら並んゼいる。

　現在の採掘現場の北方は広く段丘堆積物に蔽われて卒

坦地形を示している。

　紅葉川の廃ヒ流は，双葉富岡層の岩質的特徴によつて，

極めて急な崖が多く，交通を阻害する事が甚だしい。五

準沢・岩井戸等の鉱泉地が存在し・弗分な作業広場を持

つ事が出來ない。

　現場の北方に蓮続する100mの海成段丘は紅葉川水準

との高低差が僅少のため，從奈の段丘あ下方に向つて掘

られた水耶坑道は｝採炭充分ならざる中に，地盤の崩落

を起した例もある。　　　・　　ド

2）　鑛区内の地質

地層は龍田炭鉱龍沢八丈字地区よわの蓮続部であるか

ら，爽炭暦は西側の基盤岩に不整合に接して，F順次上部

層が東へ分布する。

当区域ゼは禰曲構造は比較的小規模となわ，総ての摺

曲軸は主安砂岩暦中にあるが，その地暦中には立石逆断

層の存在は認める事が出來ない。

炭暦及び各地暦の傾科は完牟に西傾斜となら，．爽炭居

は50～700W，五安礫岩層は70～850宙奪示し，五安砂

岩中ゼ嫡並行した小摺曲構造を示しているが，そのうち

東側1は正常摺曲を示しているQ

以上は南方地区と比較して地層の可成り底部を示すも

のと推憲され，炭層は地並下200mを最も浅い部分とす

ると考えられるが，これらの東側を調する双葉逆断層に

よつてその延長を一応断たれ，該断層の東側の地暦は落

下している。

　断暦面は西へ70～800と測定され，その落差は150～

200mである。断暦の走向は南方ゼは西へ曲り立石断暦

と合しているが，本地区内ゼは南北性ゼあるo

　双葉断暦の断暦面は全地域を通じて1一般に2G～300

ゼ麦、るから，本地域の急傾斜断暦面のみは，寧ろ立石逆』

断層の推定断暦面と一致する。叉爾断層の接触点附近の

魑の鮪の喰違いは，立磁断即存在の可縦蝉
定させるから，交点の北方赤木沢附近まで爾断層が合一

している可能性がある，・しかし現在稼行地区より北方は

殆んど全域が海成段丘堆積物に覆われ，地層の分布構造

等は極めて不鮮明七ある。

　この地区の地質については第12，’13図を参照された

いo

　採掘現場詰所北裏の木橋の下ぞ基盤と爽炭暦とが接し

ているが，直接の接触点は露出不良で明ら為でない・叉

紅葉川の南側で基盤岩と爽炭暦の接触部を示す露出はな

いが，來炭暦の最下部に上岡その他の地区と同様に帯青

友白色の含礫粘土があつて，乏爾上位の地層の蓮続も認

められるから，断層を憩定する必要はないと考える。

　爽炭暦は20～30；nの幅で南北方向に欝1伏に蓮なる。

梼畿「欝講灘轟灘薄鍬し滴のr中即騨見られ灯キ犀扱びr澗のみ
撒燃料部副普晒　　　　　　　　、　　　　　　　　　　が全域に肇達する。
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　龍沢より赤木沢迄には上部浅貝層がみられない。この

地区では來炭暦・五安礫岩暦聞の水李距離は僅か20～

30mで麦，砺岩質はアルコーズ砂岩と，浅貝暦に似た微

粒砂岩との不規則互層であつて，紅葉川に滑う爽炭暦よ

噸数mの間に貝化石を産する。

　本暦は下部浅貝砂岩層にあたり，上部浅貝暦に該当す　・

る部分は認められない。この事実は本地区とその北方大

木戸川原地区にのみ認められ，恐らく湯長谷暦群堆積前

に於ける浸蝕の結果によるものと考えられる。

　3）鉱区内の炭層
　赤木地匠の炭暦は，下位より4尺暦，2尺層，8寸暦　1

差云われる3層ぞある。後2者の聞には薄い炭暦が介在

する己各炭層の層準及びその対比は，第4，5図に示し

Pた。

　爽炭層の厚さは僅か191nに過ぎない。　このように薄　，

くなる傾向は八丈字坑以北の特長である。この地区てfは

「中暦」は尖滅し，炭暦は「上暦」及び「下暦」にのみ　1

である。

　炭層の走向は南北であり，傾斜は全地区を通して，西　，

傾斜で基盤の方向に傾いている。

　紅葉川に沼う現場詰所と労務者住宅間の連続露出では，

來炭暦は基盤岩と，は不整合の関係に在ると推定される。

　含礫粘土に始まり「下暦」下位の分暦（見掛け上の下

盤は厚さ30mの下頁岩暦），迄1．6mの聞露出はないが，一．

下位の分暦より上位の分層下盤，30cmの厚さの頁岩層1

の聞は2。9mの幣青友色細粒砂岩で苺、る。「下暦」分厨

』
は 60～80cmの炭厚を有するが，暗友色頁岩・含礫砂岩

等7m上位に20～30cmの「上層」炭がある。

第1表赤木炭鉱炭層表

謙、
「下暦」4尺暦

2尺暦

「上暦」8寸暦

赤木炭鉱
南　　沢

　90cm
（薄羨み2枚
あり）

　40cmり

・30ん50cm

紅葉川及び
水李坑迄

山丈
　85～165cm

60～80ごm

26cm
下盤に2及び
5cm炭暦2暦
麦）わ

赤木神杜裏

貯藏庫
・？

40cmり

　「上暦」の近くは一般に頁岩質となわ，炭化物を含む

事が多い・「上暦」炭の上盤は2～3mの含礫細粒砂岩

ぞ，更に下部浅貝砂岩暦に移り顕著な貝化石幣が麦，る。

　「中暦」は龍沢3八女字聞ぞ光滅し，この地区に発達

していない〇

　五安礫岩暦は礫岩中に相当炭化物，炭木を含み，礫岩

・中に：存在する粗粒砂岩中に1～2c卑の薄い炭暦，凝友質

頁岩暦が凌）るo

　現在炭鉱側ゼ稼行対象としているのは，「下暦」中の

「4尺層」及び「2尺暦」の2炭層であるも

　過去に於て「下暦」に対する地並上の採掘は行われた

が，元奈本地区は他と比べ炭層数や李均炭厚が少いから，

今後の問題として「上層」炭も調査する要がある。

　・「2尺暦」及び「4尺暦Jは南方に向つては漸家その

聞隔を縮め，龍沢に於ては合すると考えられる。

　以上のことば2炭暦の露頭より沼厨で掘進した坑道が，

伺一点ぞ合一する事・又1坑道の中に「2尺」及び「4尺」

入りて來た等の事実による。

　「4尺」炭の露頭は紅葉川南側炭鉱宿舎南東隅の西方

‘10mに麦，るo暦厚70cm，走向N100W，傾斜720W，

上下盤砂質頁岩であるが，その南側の山裾の地層との間

に分布上のズレがあつて，N700E，落差10m以下9横

ズレ断暦，南落正断層が推定されるが，炭量に影響はな

いと考えられる。

　赤木神肚裏貯藏用水李坑内では，「下暦」、中の上位暦

が露墨しているが，約＄mの坑道中ぞは未だ炭暦に当つ

ていない。この地点と赤木現在稼行地点の中聞の貯水池

の附近に，下位暦の露頭があつた由で麦、るが，現在は埋

没のため確かめる事は出來なかつた。本炭鉱に於ては第

14図の如く採掘しているo

　採489号の北半即ち現稼行区域の紅葉川露頭附近には

10余に上る旧坑が存在する。主に溜暦水李坑及び浅部斜

坑ぞ過去の飢掘の跡を示している。これによイ／ば「下暦」

の2分する炭暦に就いて地並以上の可採残炭量は期待す

る事は出來な呼・。

　紅葉川南側については489号の南半には南沢に溜い，・

探炭坑道の跡が2つ認められるが浅貝砂岩層を掘進した

ものと観察ざれるo

　過去の採掘は概ね水耶坑道によつて地並以上を目的と

したものである。斜坑をとよつて地並以下に達したものも

2，3あるが，充分な採掘を行つていないから，全地区に

亘つて地並以下は未稼行と称しても良い。　　　　　　・

　叉紅葉川北方台地の陥没点が過去の稼行坑道の終点附

近で麦，るから，それよわ北方，鉱区境迄は稼行可能と見

る事が出來る。

　叉上暦（8寸暦）は前述の如く殆んど採掘されていな

いから，今後浅部炭層について小規模な稼行を行い得る

であろう。

　試9570号：9651号の地域は双葉逆断暦の東方300乃至

600mを隔てる南北線9東側で富岡暦東西性緩溜曲の下

に水準面下400～500ヌnに炭暦の伏葎する事を予想出來る。

　4）意　　見
　現在稼行区域の炭暦の現在地表及び坑内に見られる如

き西への逆傾斜は，一潔部に向うに從い再び垂直に近く

34一，（280）
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なり，地並下300mを底として向斜の東傾斜に移為もの　　　上岡炭鉱所有地区ゼは，辣488号鉱区と試8416号鉱区

と推定される。向斜の東方にある複背斜は，南部のもの　　との聞に，炭焼沢に沼う菊水断暦を境として，地質構造

よわ圧縮ざれ，立石逆断暦は地表の摺曲構輩に見出す事　　上i著しい差異が認められる。しかし双葉断暦の東側につ

は出來ない。從つて地下の炭暦は同ブ・ツク内で再び地　　いては採1488。416二鉱区の東半部及びその東側にあ掲試

下浅部に昇つて奈畜。叉双葉断層は，古い立石断厨に沼　　7914号鉱区の北半部は，試1404号鉱区，試8416号鉱区の

うて発達した可能性があつて，断暦面はこの地区では西　　東半部と共に，双葉富岡層に広く覆われ，「下暦」の伏

方に70。乃至80。の急傾斜を示すがら，そのまNぞ地下　　在欺態は一様のものと推定される・現在の稼行地点を含』

迄：走ると考えれぼ，海水面下150m（地並より250m下．　む採448号鉱区は・南の赤木新婁i炭鉱と接し・その層序

位）で爽炭層を砺断し，東側では炭層は100m程度落下　　．・構造等も略涛同一ぞある。

するものと推定される。要するにこの地区の摺曲構造下　　　暦序上時記すべき事は・赤木新妻炭鉱に於いて発達し

の囎購微徽砂なく，炭量枇較的少ないが・，てい励つた上繊貝聯再槻わ才t・北加蓮総て

採掘條件は大して不良ぞないと蝕える。　　　　　　　　いる事である。これは恐らく赤木部落，即ち鉱区境界附

　今後本格的な採掘には紅葉川の北側に於ける下盤沼い　　近よ6再ぴ発達するものと思われるが・段丘堆積物に覆一

斜坑と，各水準に於ける切通坑道及び着炭後の澹暦片盤　　われる旋めに明らかゼな恥。この地区の上部浅貝暦は全

坑道を準備する必要がある。　　　　　　　　　　　　　厚45mに達し・この上位10mは砂質頁岩ゼあつて・下

　この炭鉱の炭融地並下500m程度煉方に緩鮒る位の細粒岩勲備々深晦囎ゼある蹴示す・酬
力、ら，將來これを確認する試錐と施行する必要がある・　　貝化石群では爾地域の貝暦間には何等のちがいを認める

　　　　’　2．上岡炭鉱　　　　　事が出來な噺碇なく，との地域の五安砂岩中の動物

　1）　採掘現況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化石群も亦極めてよく似ている。大木戸川原東方には，

　炭鉱所有の鉱区は調査区域北西を占め・基盤岩はその　　來炭暦の上位地層逆転のため（見掛上，下位）に浅貝型

西に峻瞼な山稜を示す。　　　　　　　　　　　　　　　　貝化石群を産する微粒砂岩がある。これは露出不良のた

　第三紀麿は探488号鉱区ぞは南方よら引続き300m程　　めに詳細は明らかぞないが，五安礫岩と接していて暦厚

度の幅ゼ，阿隈高地と海岸段丘地幣との間に南北に細長　　より考え，恐ら’く上部淺貝居は欠けているものと類像ざ

く分布している。基盤岩の岩質が堅い事と・第三紀暦の　　れる。詳細は上岡附近地質図に示してある・

傾斜直立よ晒方一急斜す繍等莇灘岩及び嫉層　石嫌炭購赫駆よ樋続し浦』ヒに渤上黙
は急斜面を形成し，地並上の旧水zド坑は丁度その脚部を　　鉱附近ゼN100Eの方向に分布し，延長約1kmゼ・双：葉　’

・穿つが如くになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　断暦によわ切断ざれる。來炭層の最大の幅は約30mで赤

　試8416号鉱区ぞは菊水断層の北方部に大木戸川原東衝　　木地区よらも少し厚くなる。傾斜角度は700～80。を通例

上断層によつて，基盤岩は第三紀層の東倒に繰6かえし　　とする。菊水断層の北方ゼは爽炭層は再ぴ南北の走向で

露われる。この地区の大部は広く段丘堆積暦によつて覆　　基盤岩と近接し幣歌の分布を示す。南方と同じく西へ傾

われ，石衣山・麓山のような基盤岩よりなる山頂に囲ま　　斜する。調査地域の北境を越えて少くとも更に2km北

れた東開きの小盆地を形成し，第三紀層の露出は富長川　　方の大川原迄來炭層が分布する。而もこの地点ぞは來炭”

岸に僅かの範囲ぞ露われているに過ぎない・　　　　　　暦の東に再ぴ基盤岩の露出を挾んゼ來炭層がくO返し露

　現在の稼行地点においては，富岡川のサ皮流（上岡炭　　出する。

鉱沢）の上流部の南東岸中腹に南向斜坑を設けその北方　　　当地域の潔葉断層¢）傾斜面は西へ26。の如き緩傾斜を

川岸に沼い，その反対方向に40mの個所に捲上装置を備　　示すし・前述の如く八：交字赤木間の立右・双葉断暦9合

付けているが，川筋の利用性は極めて乏しく，捲上場東　　一点附近の推定落差から考えて，立石逆断層は当地区迄

方150m迄軌道を延長して，上岡～赤木聞道に貯炭場を　延長しているとは考える必要が無い・立石逆断層は恐ら

置いている（上岡炭鉱内図参照）。　　　　　　　　　　　く赤木新妻炭鉱稼行区域との境界附近で潰えるものと推

　河岸の西側は切立つた岩壁を作り，また沖積原の発達　　定ざれるから，当地区に於ては双葉断層の影響のみを考

　は僅少ゼ浅，るの七，地上設備の余裕は殆んど無い。　　　　える。然し今後の試錐・深部探掘により地下深部の断暦

　蓮搬道路は，現場附近ぞは川沼いに作られている。採　　落差が明かになれば・再考される可能性もある。

掘現場から富岡川を越える迄約2km聞は勾睡が少いが，　　菊水断贋以北の大木戸川原地区ゼは立石断層と略々同

双葉富岡暦の岩質のため降雪，雨時には甚だしく交通が　　時代の生成と考えられる東側衝上の逆断層，つまわ大木

　阻害される，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸川原断層の存在が推定される。この断暦の東側には複

　2）鉱区内の地質　　　　　　　　　　　　　　　　　背斜あ軸溢となつた基盤岩が，下位まわ衝上して現在の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35一（281　
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地表迄露われたものと解釈される。

　この地区での大きな相蓮は横圧力の働いた方向の蓮い

によつて西側基盤に対して衝上・衝下の現象が起つたの

で，之の影響の相違はi菊水断層によつて区劃ざれたもの

と考えられる。・

　双葉断暦は上岡炭鉱合宿所の南東36mの川め轡曲点

の爾岸ぞ断暦暦面を観察する事が出察る。断層面は24。

の低角度ゼ麦，る。双葉棲曲構造め清太郎向斜の石城爽炭

暦とは，上岡地区においては地並下450m，複背斜部の

頂部では爽炭暦は地表より350mの深度内ゼある事が推

定される。これは惚曲構造の北方隆起性を示すもので麦、

る・当地区以北ではとの傾向は釜々彊い・從つて向斜構

造の下底部は少くとも地並下250m以内に來るであろう。

，然し大木戸川原断暦はその性質上，向斜部への影響は無

　　　　　　　　　　ノいが，断暦の東側は西上方に衝上して釜々淺くなる上に

双葉断暦の西向緩傾斜断暦面に切られてプ爾断暦に挾ま

れる部分は炭量計算の余地がない。然し双葉断層の東側，

双葉富岡暦の堆積下では複背斜の主要部分が15Gm以内

に伏在して漸亥東方べ緩く傾斜すると予想される。、

　大川原北方に就ては，恐らく地下の構造として略タ同

様の関係が予想されるが，爽炭暦がどこ迄続くかは更に

北部の調査にまつべきである。

　3）　鉱区内の炭暦

　上岡炭鉱地区に於ける炭暦あ数は五安櫟岩層中に2～3

暦，石城爽炭暦中に5～6暦ある。これらの層準及ぴ層

聞踵離等は添付の炭暦柱歌図によつて示してある。石城

爽炭暦は南方の赤木地区よわ連続するが，層厚30m程

度で上岡現稼行区域においては礫質砂岩によつて「上

暦」及ぴ「下暦」に分れる。「下層」は3つの分暦に分

れて発達している場合が多いる叉炭暦の膨縮は他地区と

同様可成り激しい。大木戸川原地区は露出極めて不良で

あるが，最南端の炭焼沢に滑う菊水旧坑では2つの炭層．

があらわれ∫，，「上暦」及ぴ「下層」に相当するが，大

木戸川原地区では15cmに満たない薄層が4層数えられ，

爾者の対比には困難ゼ麦，る。　　　　　、

　調査地域北方の大川原では暗次色頁岩を上下盤とする

80c卑の「上層」（内20cmは頁岩の挾み）とその下位に

砂質頁岩を上下盤とす凱68cmゴ同様の上下盤60cmの炭

暦等が露われ，それぞれ「下暦」の上下分暦に相当する。

　大木戸川原断暦の東側には基盤の線色変成岩が露われ，

その東に西傾斜の厚さ数mの友色頁岩居があり，2炭暦

を茨有している。これらのうち西側のは厚さ50cm程度

で「下暦」中の上位分暦，東側のものは不規則発達ぞ麦，

るが「上暦」に相当するものと考えられる。断層の西側

では東に傾くが，「下暦」2分層の下位に前記と同質の

基盤岩が横たわる（上岡炭鉱附近地質図参照）・要する
　　　〆

に，上岡地区ゼは炭暦ほ良く南方と蓬続して1炭層の状

態も比較的明かぞあるが，大木戸川原地区ではなお不明

の点が多い。

五安礫岩暦中の炭層は上岡炭鉱事務所附近の川崖・ト

ラツク道路切通し附近北方陣屋沢に露われる。

炭層の南方延長は上岡事務所前旧斜坑内ぞは，白色凝

友質頁岩及ぴ石英粗面岩質凝友岩を挨みとした4暦の薄

暦に分れているb炭暦は最大58c卑で，山丈は1mにな

るが，炭質が粗悪で稼行価値が少ない。稼行可能炭暦群

は「下暦」及ぴ「上層」である。稼行可能炭暦は第2表

のような欺態ぞある。

第2表　上岡炭鉱附近炭厚表　（器位cm）

暦名

下暦

下暦

下暦

上層

通　称

1尺6寸暦英

8寸暦
4尺暦柴

2尺暦

上岡
後沢．

30～50

坑内

20～50

3G～40

60～150

40～70

陣屋沢

40～5G

15

40～100

炭焼沢

10～70

2G～40

酬査川
原

畳印　現在稼行暦

15

臓
15

60

68

60

　上岡地区：「上暦」（「2尺暦」）も現在は稼行されて

いないが，過去において地並以上については，4尺暦と

同様相当量を採掘ざれていた。基盤呑らの聞隔とその岩．

質は八丈字以北の区域において共通ぞある。上岡におい、

ては「下層」の総山丈は9m暦に達し．南方の赤木地区・

よりも層厚・炭暦数を増しているが，北方に進むに從つ

て，再び減少する傾向がある。

　上岡炭鉱‘陣屋沢　問は水準上の掘さくび行われ，所

謂2尺鳳4尺暦の賦存状態は割合に良く剣つている・

地表においても二，三の露頭が見受けられる。一般に「4

尺居」は地表部より下部に進むに從つて暦厚を減じ，1

m以下になると言われ，　同時に荻白色凝友質砂岩の爽

みは少くなる。

　「上暦」（2尺層」）「下炭暦」り上方7mに含礫砂岩を

茨んで30～50cmの厚さぞ存在し，坑内では上盤は40

cmの友色頁岩より細砂岩に移化するが，陣屋沢では細粒

砂岩，後沢ぞは含礫砂岩である・下盤は赤木坑以南ぞは

頁岩をへて砂岩となつていないが，陳屋沢ぞは直接砂岩

に接する。本暦は曾って地並以上の部分を4尺暦と共に

部分的に探掘されていた・上岡炭鉱の南方においては上・

、下爾層聞の距離が著しく縮められる場合も麦，るが，暦厚

は比較的安定しているから探掘の対象となる。

　「上層」より下部淺貝暦迄の距離は赤木坑附近ゼは10

m以上に達する・その聞下よ、り細粒及アルコーズ砂岩・

’
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含礫質砂岩等となわ，陣屋沢では「上暦」の上位の粗粒

砂岩は浅貝式微粒砂岩と’不規則互暦を示し，貝化石を有

し下部浅貝砂岩暦に同定される。從つて「上暦」以上の

部分は場所により厚さが変化する。

　大木戸川原地区

　「下層」菊水旧坑附近では暗友色頁岩を上下盤とする

厚さ20～40cmの炭居がある魁4れは「下暦」の最上

位分暦「4尺暦」に当ると考える。

　大木戸川原の富岡川支流及びその北方の富岡川岸はこ

の地区の重要な露出ぞ浅，つて1大木戸川原断暦の西側ゼ

は地層はN50W乃至N10。E，傾斜西へ50～800を示

すが，炭層は大木戸川原ゼは妬G　cm以下の4薄暦を認

めるのみで麦）る。「下暦」g分暦と思われる二，三のも

のは，1うすくて稼行出來ない。

　調査区域の北方2kmの大川原附近（附図10スゲヅチ

大川原参照）では，．再び大木戸川原断層の西側ゼ60cm

以上の炭暦が2層露出し，「下炭層」に属するものと考

えられる。これは炭柱図に示してある。傾斜は東50～60。

走向は南北ゼ，更にこの炭暦の上位には68cmの炭暦があ

る。これは「下炭暦」中の上位のものゼある。暦聞距離

は約2m，主として細粒砂岩より成り，炭暦の直接上下

盤は頁岩ゼ麦，る。この約12m東に再び基盤が現われ，こ　1

の聞に大木戸川原逆断暦が準定される9基盤め45m東方

（逆転のため見掛上の下位）に約50cmの炭層，更に4m　・

・東には炭丈60cmの炭暦があり，無露出地帯を経て双葉

富岡層と接する。

　「上暦」菊水坑附近ぞ60～70cmの炭厚がある・木木

』戸川原の15cm　g炭層は「上居」のものと考えるから，

「下層」と共に本地区ゼは少くとも露頭附近は良好な厚

さを有するものは言えないが，大川原ゼは40cm及び20

cmめ2炭暦が20cmの頁岩を爽んでいるものが「上層」

rと認められるo．

　菊水坑より大川原迄は炭層として一応連続するものと

考えられ，深部方向においても，炭暦の膨大する可能性が

麦，るものと予想される。菊水坑内の地質を概略記すると・

坑口より4～11m聞で約50cmの炭層天盤の西半及び深

廿壁に「上暦」が現われていて，上位に於ては東傾斜に見

えうが碓で睡直となる・炭層の西側ヂ見掛上・上盤・

暦位下位）は70～80cmの炭質頁岩を含む暗次色耳岩の、

次に砂岩が來る・’東側は3G～4Gcmの頁岩の次に細粒砂

岩が來る。

　「上暦」中の「4尺暦」は堅入坑道口より8mぞ坑道

南壁に露出ずる。走向N100W，傾斜9GOを示し暦厚6G。

cmである。見掛けの下盤には30cmの頁岩，1．8mの含

礫砂岩が架る。見掛上の上盤は暗友色頁岩である。切通

は「8寸暦」を切つてから南折して「1尺6尺暦」の聞を

爾壁に炭暦を見ながら掘進して，水李蓮搬坑道となる。

「8寸層ユはN10。W，傾斜90。ゼ坑道坑壁に蓮続露出す、

るが，引立14cm手前から方向は南北性となる。引立で

は厚ざ42c血を示し，珪化木を上盤際に羨み，叉下盤は

　　　　　　だ20～3G㎝の砂質頁岩を経て頁岩となる。「1尺6寸暦」

は曲点より約20m間は深壁に5～4Gcm程度膨縮しなが

ら露出するが，以南は深側に隠れる・現在の水李坑道ほ

地並以下18m旧坑澹層坑道（上位片盤）は地並の水準

にあわ，これに下部より貫通して，更に堅坑によつて地

表に通じ風洞の役唐をしている。

現在は水李坑道の引立の手前16m位より東西爾側に

昇坑道を掘さくしそれぞれ「4尺層」，「1尺6寸暦」

に着炭して，各10m程度の片盤をつくつているが，未

だ本格的の採炭に蓬していない。

第3表上岡炭鉱
炭麿名

上　暦

推定炭量

9．44万t

54。93〃

予想炭量

91．87万t
㌧

172・．47　〃

計

第4表　上岡炭鉱炭質

328．72万t

暦名

下暦
〃

〃

〃

上－暦

炭鉱側称呼試料採取個所　色

1尺6寸暦

　8寸層

　4尺層

　〃

2尺居

坑　内
　〃

〃

炭鉱附近霧頭

，坑　内

黒色
〃

〃

黒褐色

黒色

塊粉率

4ン稼行状況（上岡炭鉱）

稼行囎礪｛F環釘剛
　　　　上層「2尺暦」

粉
〃

7；3

粉
4；6

第5．表聴当り生産L費

　　、日’時

炭鉱名
　龍1　に田

　赤木新妻
　上　　　岡～

昭和21年
上半期李均

396円44銭
343，32　、

昭和21年
1G月

487，38

425ド60

11月．

472』8β

273，92

12月

619292

579，24

昭和22年
1月・

欠

415，28

2月

，940・94・，

680，78
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給 料　　（月額） 昭和22年2月未当時）

炭鉱名

龍　　　田，

赤木新妻
上　　　岡

現場係員

　円一
800．00

769．00

事務所員

　円
440．00

340．00

．その他匝酬灘夫

　円
114．12

　円
447．58－

462，57

　円
1614．37

551．90

その他
坑内表

　円
580．50

234，79

坑外夫

　円’
291．22

343．91

李　均

5）意　見
本炭鉱所属区域は双葉溜曲帯の北部と双葉断暦寄りの

双葉富岡暦分布区域で広大な面積を有する。禰曲帯北部

は又菊水断暦によつて南北爾部分煙分けらオし，その南半・

部が現在の稼行区域ぞあり，赤木新妻炭鉱稼行区域と連

続して，その地質構造は同一である。双葉断暦の傾斜角

は季均24。で麦，るから，地下炭暦への影響は比較的浅部

に於て菱，らわれる。從つて，鉱区の東部双葉断暦下盤ブ

・ツ〃の採掘を準備する必要がある。

菊水以北は立石逆断層と同時代の東傾斜，東側衝上の

蓮断層によつてその東側の炭層は地表近く準上昇してい

るが，叉再び双葉断暦によつて落下している。このよう

　円
548．45

266．66．

集に菊水以北の構造は複雑であり充分な炭量を予想する

事が出來ないから更に精査探鉱を行う必要がある6双葉

富岡暦分布範囲内の東側鉱区は比較的浅部炭暦の賦存す

ることを予想出來る。

上向階段採掘法によつて稼行しようとする赤木坑の掘

さくば，既に地並以下18mに達している。同坑内には

「上暦Jより「下暦」迄現われているが，炭暦の直立糧

炭化等の影響によつて，向一レベルゼの同時採掘は坑道

の荒廃を招く恐れが麦，る。叉現在の斜坑に対する捲上場

位置も炭量の塘加に伴う坑外処理には不充分ぞある・

　　（昭和22年2月調査）

553．32：　550．8　（521．53）：622．1

岐阜縣奥村鉱山マンガン鉱床調葦報告

R6sum6　　・

宮　 本　 弘　 蓮柴

ManganeseOreDepositsatOkulnura，
　　　　’Gifu　Prefe¢t皿re．

By

Hiromichi　Miyamoto

　The　manganese　ore　deposits　at　Okumura

Mine　occure　in　chert　and　quartzite　and

consist　of　small　ore　bodies　arranged　in

echelon　form．The　ores　consist　of　rhodo一

、chrosite『and血anganosite，

　　　　　　　要　 旨

　昭和25年3月20日より9日聞，岐阜県本巣郡網代村奥

村鉱山のマンガン鉱床を調査した。本鉱山はカケガ洞の

マンガン鉱床を稼行している。この外に岩洞！こも小規模

のマンガン鉱床がある。何れも古生代のチヤート・珪岩

を母岩とする熱水性の交代鉱床ぞある。カケガ洞の鉱床

、は雁行賦に配列する割目を中心として発蓬した小鉱体の

　＊鑛床部［

含よbなお一條の鉱帯である。露頭部より約100m下部

の八号坑水準から下部を稼行して，向坑の腿押延長は約

125血で麦，る。主要マンガン鉱物は菱マンガン鉢ぞあ

る。鉱化題況優勢ゼあるのは入号坑の下部6m坑水準監

して，今後の探鉱開発は八号坑水準以低に向げらるべき

で凌）る。

　　　　　　1．鑛　区
鉱区登録番号　岐阜県採掘169

　鉱　　　種マンガン

　鉱業灌者　岐阜県本巣郡網代村雛倉

　　　　　　日本鉱産物株式会肚代表栗原唱薫

　　　　　　2．・位置及び交通

　現場の位置

　岐阜県本巣郡網代村奥字ヵケガ洞

　　　　（岐阜駅の北々東13kmの位麗にある）

　現場に至る径路
　　　　　櫻尾方面行
繭醐岐阜駅、鑑→西鮒犬塚藷覗場

　現場よりの蓮搬径路

　現場1－塑→岐阜駅
　　　16km
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